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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成22年3月18日(2010.3.18)

【公開番号】特開2009-32988(P2009-32988A)
【公開日】平成21年2月12日(2009.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-006
【出願番号】特願2007-196674(P2007-196674)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６６０　

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月29日(2010.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の電極間に少なくとも発光層を挟持してなる有機電界発光素子であって、前記発光
層が少なくとも正孔輸送性ホスト材料および電子輸送性燐光発光材料を含有し、前記発光
層中における前記電子輸送性燐光発光材料の濃度が陰極側から陽極側に向かって減少して
いることを特徴とする有機電界発光素子。
【請求項２】
　前記発光層の前記陽極側界面付近の領域における前記電子輸送性燐光発光材料の濃度が
、前記発光層の前記陰極側界面付近の領域における前記電子輸送性燐光発光材料の濃度に
対して０質量％以上５０質量％以下であることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発
光素子。
【請求項３】
　前記発光層中における前記電子輸送性燐光発光材料の濃度が、前記陽極側界面付近の領
域で１０質量％以下であることを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光素子。
【請求項４】
　前記発光層中における前記電子輸送性燐光発光材料の濃度が、前記陰極側界面付近の領
域で１２質量％以上であることを特徴とする請求項２又は請求項３に記載の有機電界発光
素子。
【請求項５】
　前記電子輸送性燐光発光材料が３座以上の配位子を有する金属錯体であることを特徴と
する請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の有機電界発光素子。
【請求項６】
　前記金属錯体が白金錯体であることを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光素子。
【請求項７】
　前記電子輸送性燐光発光材料が下記一般式（Ｉ）で表される化合物であることを特徴と
する請求項１～請求項６のいずれか１項に記載の有機電界発光素子：
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【化１】

 
（一般式（Ｉ）中、Ｍ１１は金属イオンを表し、Ｌ１１～Ｌ１５はそれぞれＭ１１に配位
する配位子を表す。Ｌ１１とＬ１４との間に原子群がさらに存在して環状配位子を形成し
てもよい。Ｌ１５はＬ１１及びＬ１４の両方と結合して環状配位子を形成することはない
。Ｙ１１、Ｙ１２、Ｙ１３はそれぞれ連結基、単結合、または二重結合を表す。また、Ｙ
１１、Ｙ１２、又はＹ１３が連結基である場合、Ｌ１１とＹ１２、Ｙ１２とＬ１２、Ｌ１

２とＹ１１、Ｙ１１とＬ１３、Ｌ１３とＹ１３、Ｙ１３とＬ１４の間の結合は、それぞれ
独立に、単結合又は二重結合を表す。ｎ１１は０～４を表す。Ｍ１１とＬ１１～Ｌ１５と
の結合は、それぞれ配位結合、イオン結合、共有結合のいずれでもよい。）。
【請求項８】
　前記正孔輸送性ホスト材料がカルバゾール誘導体もしくはインドール誘導体であること
を特徴とする請求項１～請求項７のいずれか１項に記載の有機電界発光素子。
【請求項９】
　前記正孔輸送性ホスト材料が１，３－ｂｉｓ（ｃａｒｂａｚｏｌｅ－９－ｙｌ）ｂｅｎ
ｚｅｎｅもしくはその誘導体であることを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光素子
。
【請求項１０】
　発光スペクトルのピーク波長が４３０ｎｍ以上４８０ｎｍ未満であることを特徴とする
請求項１～請求項９のいずれか１項に記載の有機電界発光素子。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
（一般式（Ｉ）中、Ｍ１１は金属イオンを表し、Ｌ１１～Ｌ１５はそれぞれＭ１１に配位
する配位子を表す。Ｌ１１とＬ１４との間に原子群がさらに存在して環状配位子を形成し
てもよい。Ｌ１５はＬ１１及びＬ１４の両方と結合して環状配位子を形成することはない
。Ｙ１１、Ｙ１２、Ｙ１３はそれぞれ連結基、単結合、または二重結合を表す。また、Ｙ
１１、Ｙ１２、又はＹ１３が連結基である場合、Ｌ１１とＹ１２、Ｙ１２とＬ１２、Ｌ１

２とＹ１１、Ｙ１１とＬ１３、Ｌ１３とＹ１３、Ｙ１３とＬ１４の間の結合は、それぞれ
独立に、単結合又は二重結合を表す。ｎ１１は０～４を表す。Ｍ１１とＬ１１～Ｌ１５と
の結合は、それぞれ配位結合、イオン結合、共有結合のいずれでもよい。）。
＜８＞　前記正孔輸送性ホスト材料がカルバゾール誘導体もしくはインドール誘導体であ
ることを特徴とする＜１＞～＜７＞のいずれか１項に記載の有機電界発光素子。
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＜９＞　前記正孔輸送性ホスト材料が１，３－ｂｉｓ（ｃａｒｂａｚｏｌｅ－９－ｙｌ）
ｂｅｎｚｅｎｅ（ｍＣＰと略記する場合がある）もしくはその誘導体であることを特徴と
する＜８＞に記載の有機電界発光素子。
＜１０＞　発光スペクトルのピーク波長が４３０ｎｍ以上４８０ｎｍ未満であることを特
徴とする＜１＞～＜９＞のいずれか１項に記載の有機電界発光素子。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
一般式（Ｉ）中、Ｍ１１は金属イオンを表し、Ｌ１１～Ｌ１５はそれぞれＭ１１に配位す
る配位子を表す。Ｌ１１とＬ１４との間に原子群がさらに存在して環状配位子を形成して
もよい。Ｌ１５はＬ１１及びＬ１４の両方と結合して環状配位子を形成することはない。
Ｙ１１、Ｙ１２、Ｙ１３はそれぞれ連結基、単結合、または二重結合を表す。また、Ｙ１

１、Ｙ１２、又はＹ１３が連結基である場合、Ｌ１１とＹ１２、Ｙ１２とＬ１２、Ｌ１２

とＹ１１、Ｙ１１とＬ１３、Ｌ１３とＹ１３、Ｙ１３とＬ１４の間の結合は、それぞれ独
立に、単結合又は二重結合を表す。ｎ１１は０～４を表す。Ｍ１１とＬ１１～Ｌ１５との
結合は、それぞれ配位結合、イオン結合、共有結合のいずれでもよい。
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